
溶接学会全国大会講演分類 溶接学会全国大会講演分類 

分類記号 
・番号 内　　　　　　容 

溶接プロセス（含機器）
1 溶融溶接(1)：アーク溶接，ガス溶接
2 溶融溶接(2)：高エネルギービーム溶接 

I
溶接技術の新しい展開

3 新溶接技術
4 新熱源開発，同応用 

 5 加工技術 
6 その他 

制御・システム工学，溶接・接合技術の 
  各産業分野への展開

1 センサー，モニタ，計測技術
2 インプロセス制御技術，品質制御技術
3 ロボット工学・技術
4 自動化，システム化技術
5 CAD, CAM, FA

II 6 製品開発
7 生産，製造，施工，組立など 
8 その他：新技術，新システムなど 

品質保証，施工管理 
9 品質保証，工程設計など

10 安全・衛生，教育，訓練
11 非破壊検査，同機器
12 その他：生産設備など

金属材料の溶接・接合部，表面改質部の特性 
  （含鋼材，溶接材料など） 

1 溶接・接合部，表面改質部の物理化学
2 溶接・接合部，表面改質部の組織及び機械的 

III  性質
3 耐食性，耐環境性
4 低温割れ，高温割れ，応力腐食割れなど
5 気孔，スラグ巻き込みなどの欠陥
6 その他 

新材料接合部の諸特性
7 セラミックス
8 複合材料
9 機能材料
10 高分子材料
11 その他：新素材開発

溶接・接合部の強度・破壊と設計
1 溶接・接合部の応力
2 溶接・接合部の静的強度
3 破壊靱性，き裂（発生，進展）

IV
4 疲労強度，疲労き裂
5 環境強度，クリープ
6 溶接・接合設計（強度計算など）
7 信頼性，安全性評価
8 劣化診断，寿命予測
9 その他 

圧接，ろう接プロセス
1 圧接(1)：抵抗溶接
2 圧接(2)：摩擦，超音波，爆接
3 固相接合，拡散接合
4 接着，ウエルドボンド
5 ろう接：ろう付，はんだ付
6 マイクロ接合

V
7 機械的接合：リベット，ボルト継手など
8 その他：新接合技術

表面改質及び熱加工プロセス（含機器）
9 成膜(1)：肉盛，溶射，めっき

10 成膜(2)：PVD，CVD，イオンミキシング
11 成形：焼結，HIP，鋳ぐるみなど
12 切断，ガウジング，穴あけ加工など
13 その他：焼き入れ，グレージング，封孔処 

  理，新加工技術など 

分類記号 
・番号 内　　　　　　容 備　　考 備　　考 

講演概要 提出 原稿 B5版 約2/3

縮写 印刷 原稿 必 下記要

領 従

要領 記載 事項 溶

接学会投稿規定及 執筆要領 従

1. 原稿用紙

本会所定 又 指定 限

1 目 題目 勤務先 研究場所 氏名 英文

英文著者名 本文 記入

用 用紙 A 使用

2. 原稿の長さ

題目 和英両文 勤務先 著者名 和英両文

和英両文 本文 図表及 写真 含 原

稿用紙 2 枚 A, B 余白 残 書

字数 40字×37行× 2枚＝2,960字 等

約 360字 本文 約 2,600字

3. 原稿 書 方

題目 勤務先 著者名 講演番号

原稿用紙 A 所定 場所

考 書

題目 簡潔 願

副題 溶接学会執筆要領 従 間違

記載 下

著者連名 場合 講演 著者名 頭 ○印

英文 及 著者名 次 例 書

Study on Plasma Welding

by Fuyuhiko Akiyama and Haruki Natsukawa

全国大会講演概要原稿執筆要領（講演番号をご記入ください）講演番号をご記入ください） 全国大会講演概要原稿執筆要領（講演番号をご記入ください） 
　　　　― PDF原稿のみとなります．― 

　　テンプレート及び書式が学会ホームページよりダウンロードできます． 



次 例 3～5 書 下

： 凝固 割 疲労

Keywords: arc, plasma, physics

PDF 作成 場合 講演番号 受付番号

記入 講演番号 大会

最終校正画面 http://www.jpp.co.jp/yosetu

確認

本　文

原稿用紙 A 12行目 B 原稿用紙

合 黒色 書

使用 場合 用紙 枠

数 40字×37行 打 全体

字数 超過 行数 一行 字数 多少 変

動

印刷 考 文字 図表 鮮

明 書

際 概要集全体 体裁 考

行頭 端末 不揃 枠 出 ・余白

十分 注意

文字 大 刷 上 約 2/3 縮刷

考慮 大 過 小 過

注意願

大体 原稿用紙 多少隙間 書 刷

上

図表及 写真

図表及 写真 縮尺 約 2/3 考慮 大

関連 本文 近 場所 貼付

直接原稿用紙 書 込 結構 図表

挿入 際 枠 出 注意願

顕微鏡写真 縮尺 記入 必要

刷 上 2/3 計算 記入

図表及 写真 Fig. 1 Table 1 番号
付 表題 説明 Caption 英文 書
写真 Photo Fig. 

4. 校　正

校正 著者 編集者 誤字

脱字 原稿 時点 十分注意

5. 原稿 提出

PDF 原稿 J-STAGE

最終投稿 E 連絡 学

会

（　　　　　　）

プラズマ溶接の研究
↑

講演番号 日本工科大学　○秋山　冬彦
（発表者で記入） 世界電機㈱　　　夏川　春樹 

Study on Plasma Welding

by Fuyuhiko Akiyama and Haruki Natsukawa

キーワード：アーク，凝固，割れ，疲労　Keywords: arc, plasma,  physics

本文（12行目から）→

　本研究は，プラズマジェットを用いる溶接法について……
↑

1～2字アケル 

〔原稿見本〕 

12pt, 明朝体 

10.5pt

10.5pt

10.5pt

16pt, 半角 
ゴシック 

10.5pt


